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●広島県では「都市づくりの基本目標」に次の５項目を掲げている。

● 「持続可能なまちづくり」には集約型都市構造の構築が不可欠であるが，これには極めて長期間を要する。

●集約型都市構造の構築には市街地の「集約を促進する取組」と「拡散を抑制する取組」が必要である。

●居住地の選択は個人の自由であるので，「まちなか居住」をいかに進めるかは根幹の課題である。
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人口減少・少子高齢化の進展を踏まえ，社会資本整備の効率化や魅力ある

都市機能の充実の観点から，都市地域を中心とした集約拠点とその他の地域

とが有機的に連携した「集約型都市構造」の形成に取り組んでいく必要がある。
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論点： 「まちなか居住」を促進するために必要な新たな視点
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みんなで創る

まちづくり

個性あふれる

まちづくり

持続可能持続可能持続可能持続可能なななな

まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり

活力を生み出す

まちづくり

◆◆◆◆集約集約集約集約をををを促進促進促進促進するするするする取組取組取組取組

・中心市街地の賑わい創出

・・・・まちなかまちなかまちなかまちなか居住居住居住居住のののの促進促進促進促進

・公共交通の利便性向上

◆◆◆◆拡散拡散拡散拡散をををを抑制抑制抑制抑制するするするする取組取組取組取組

・土地利用の規制・誘導

安全で安心な

まちづくり
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都市の中の多様な機能を拠点に集約集約集約集約（（（（コンパクトコンパクトコンパクトコンパクト化化化化））））し，

それを多様な交通手段で連携連携連携連携（（（（ネットワークネットワークネットワークネットワーク化化化化））））した都市

中心市街地に人口と都市機能が集積

基盤整備が不十分な地域で住宅等のバラ建ち

（スプロール）が進行

新規住宅需要の伸び率が鈍化

大規模集客施設，文教施設等が郊外等に立地

（（（（市街地市街地市街地市街地のののの拡散拡散拡散拡散））））

人口減少・少子高齢化の進展の中で，市街地の

空洞化空洞化空洞化空洞化やややや低密度化低密度化低密度化低密度化がががが進行進行進行進行

◆都市構造の変遷

◆集約型都市構造のイメージ図

戦災復興期昭和40年代以降

現在

集約型都市構造の構築に向けて

拡
散
型
都
市
構
造
の
進
展

中心市街地に人口と都市機能が集積

◆◆◆◆かつての市街地

◆◆◆◆今の市街地

中心市街地が空洞化，低密度化

鉄道等の基幹的な公共交通駅

対策対策対策対策をををを講講講講じないとじないとじないとじないと・・・・・・・・・・・・

山の高さは「拠点性の高さ」を示す集約拠点
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住民の価値観の変化，意識意識意識意識のののの醸成醸成醸成醸成には長い時間が必要となるケースも取組取組取組取組のののの土台土台土台土台

◆集約型都市構造の構築に向けた取組

都市構造都市構造都市構造都市構造をををを拡散型拡散型拡散型拡散型からからからから集約型集約型集約型集約型へへへへ変更変更変更変更していくことがしていくことがしていくことがしていくことが必要必要必要必要

◆◆◆◆低密度になった拡散型市街地

市街地が全体的に希薄化

� 公共交通公共交通公共交通公共交通のののの維持維持維持維持がががが困難困難困難困難

� 超高齢社会超高齢社会超高齢社会超高齢社会におけるにおけるにおけるにおける移動移動移動移動のののの制約制約制約制約

� 環境環境環境環境へのへのへのへの負荷負荷負荷負荷のののの高高高高まりまりまりまり

� 中心市街地中心市街地中心市街地中心市街地のののの一層一層一層一層のののの衰退衰退衰退衰退

� 都市財政都市財政都市財政都市財政のののの圧迫圧迫圧迫圧迫

例例例例えばえばえばえば50年後年後年後年後をををを見据見据見据見据えたえたえたえた長期的長期的長期的長期的なななな取組取組取組取組みがみがみがみが必要必要必要必要

◆集約を促進する取組 ◆拡散を抑制する取組
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■都心部の渋滞対策，都市交通の円滑化

■公共・公益施設の適正配置
■拠点性向上に向けた再開発・高度利用

■拠点性向上に向けた再開発・高度利用（再掲）

■安心・便利な居住環境の創出
■高齢者の生活交通の利便性向上

■公共交通の利用促進
■区域区分の厳格化等取

組
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都市経営都市経営都市経営都市経営のののの効率化効率化効率化効率化

◆拡散型都市構造を放置した場合の問題
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論点： 「まちなか居住」を促進するために必要な新たな視点

現状と課題
阻害要因

対策の方向

住替えに必要な資

金確保と手放す住

居の売却が困難

住替えることで既存

のコミュニティを失う

ことへの抵抗感

空き家と住宅ニー

ズとのミスマッチ

マーケティング手法と

戦略的広報

住居に対する嗜好

・広く快適な居住環境

を求める

・戸建の選好が強い

高
齢
世
帯
が
増
加
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が
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市
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地
が
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化

広島県の市部人口集中地区の面積・人口密度

1世帯当りの人員が

減少

新たな視点

民間による魅力ある

住宅整備の促進

住宅ストックの利活用

（中古住宅市場の活性化）

まちなかの公共賃貸住宅整備

生活支援サービスの提供

資金，人材，サービスが

持続する仕組みづくり

地域コミュニティ

形成のための支援

郊外から街なかへの

住替え支援制度づくり

老
朽
化
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た

空
き
家
が
増
加

177平成2 12昭和35 40 45 50 55 60空き家数及び空き家率の推移
13 26 43 66 80 101 118 157 172 19814.813.513.110.79.98.87.75.54.02.4 13.112.211.59.89.48.87.85.54.02.5050100150200250
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（千戸）
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家族類型別世帯数割合の推移（広島県）
9.1 20.120.6 8.711.111.310.7 39.937.76.3 2.42.3

7.74.8 3.73.6
平成７年1,046,122世帯平成１７年1,131,024世帯

（％） 高齢単身若年単身高齢夫婦その他の夫婦夫婦と子夫婦と親夫婦と子と親その他
平成7年平成17年

家族類型別世帯数割合の推移（広島県）
世帯収入の推移（広島県）

19 12 17 13 16 58 4917
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成５年平成２０年 （％） 200万円未満200～300万円300～400万円400万円以上平成5年平成20年
広島県の世帯収入の推移 単位：％
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